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平成 23 年５月 31 日 

 

各      位 

 

特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成23年３月11日に発生いたしました東日本大震災の影響および最近の業績動向等を踏まえ、特別損失を計上

するとともに、平成22年７月15日に公表いたしました平成23年５月期（平成22年６月１日～平成23年５月31日）

の通期の連結・個別業績予想を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 特別損失の発生及びその内容 

（１）投資有価証券評価損 

「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復があると認められ

ないものについて、平成 23 年５月期（連結・個別）において減損処理による投資有価証券評価損を下記の通

り計上の見込みです。 

 連結 個別 

（Ａ）平成 23 年５月期第４四半期会計期間（平成 23 年３

月１日から平成 23 年５月 31 日まで）の投資有価証券評価損

の総額（イ－ロ）（見込） 

534 百万円 531 百万円 

 （イ）平成 23 年５月期第４四半期累計期間 

（平成 22 年６月１日から平成 23 年５月 31 日まで）の投

資有価証券評価損の総額 

767 百万円 729 百万円 

 （ロ）直前四半期（平成 23 年５月期第３四半期）累計期

間（平成 22 年６月１日から平成 23 年２月 28 日まで）の

投資有価証券評価損の総額 

232 百万円 198 百万円 

※四半期における投資有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 

※当社の決算期末は、５月 31 日です。 

 

（２）投資有価証券売却損 

当社が保有する投資有価証券の一部を売却したことにより、次のとおり投資有価証券売却損を計上いたしま

す。 

①投資有価証券売却損の内容 

 有価証券の種類： 当社保有投資有価証券１銘柄 

 売  却  損： 167 百万円 

会 社 名 株 式 会 社 サ カ タ の タ ネ

代 表 者 名 代表取締役社長 坂 田  宏

（コード番号 １３７７    東証第１部）

執行役員管理本部 
問 合 せ 先

副本部長兼経理部長  
宇 治 田 明 史

（TEL．０４５－９４５－８８００）
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②売却の理由 

資産の効率化および財務体質の強化を図るため。 

 

③投資有価証券売却損の発生年月日 

 平成 23 年５月 23 日 

 

（３）固定資産の減損損失 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社の保有する固定資産について将来の回収可能性を検討

した結果、連結・個別ともに 495 百万円（第３四半期累計 連結 21 百万円、個別 17 百万円）を減損損失と

して計上する予定です。 

 

（４）震災による損失 

東日本大震災の影響により当社グループが保有する固定資産、棚卸資産等が被害を受けたことから、見積

り計上を含めた被害金額 100 百万円を特別損失として計上する予定です。 

 

 

２．平成２３年５月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年６月１日～平成 23 年５月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 47,000 2,000 2,200 1,300 28.31 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 46,000 3,050 3,150 950 20.78 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,000 1,050 950 △350  

増 減 率            （％） △2.1 52.5 43.2 △26.9  

前期実績（平成 22 年５月期） 46,518 1,675 1,835 1,001 21.80 

 

 

３．平成２３年５月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年６月１日～平成 23 年５月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 33,000 850 1,500 1,000 21.77 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 32,500 1,300 1,750 △400 △8.75 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △500 450 250 △1,400  

増 減 率            （％） △1.5 52.9 16.7 △140.0  

前期実績（平成 22 年 5月期） 32,636 862 1,049 558 12.16 
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４．修正の理由 

(１) 内外での野菜種子売上が好調に推移し、業績を牽引しております。連結売上高は円高による影響を受け、

円ベースで前期比やや減収となりますが、特に、北米（ブロッコリー、タマネギ、ハツカダイコン、サトウ

ダイコン等）、アジア（ニンジン、ブロッコリー、キャベツ、ハクサイ等）が好調に推移しており、営業利

益（連結・個別）、経常利益（連結・個別）とも大幅な増益となる見込みです。 

(２) 一方、当期純利益につきましては、特別損失として、投資有価証券評価損、投資有価証券売却損、固定資

産の減損損失、震災損失をそれぞれ計上する予定であり、個別業績では 400 百万円の純損失となり、連結純

利益は 950 百万円と期初予想の 1,300 百万円から減益となる見込みです。 

(３) 投資有価証券評価損（連結 767 百万円、個別 729 百万円）は、主に当社が保有する株式の平成 23 年５月末

の時価が下落したことにより計上するものです。 

(４) 投資有価証券売却損 167 百万円は、当社が保有する投資有価証券１銘柄を売却したことにより計上するも

のです。 

(５) 固定資産の減損損失 495 百万円は、当社小売事業等が使用する固定資産（土地、建物、リース資産、ソフ

トウエア等）について、同事業の収益性の低下等により減損の兆候が見られたため、当該固定資産に係る回

収可能性を検討した結果、帳簿価格を回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上

する予定です。 

(６) 震災による損失 100 百万円は、このたびの東日本大震災の影響で、当社グループが保有する固定資産、棚

卸資産等が被害を受けたことにより計上する見込みです。 

 

 

（注） 上記業績予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


